
２
０
１
１
年
2
月
4

日
、
東
京
清
掃
労
働
組

合
Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
、

第
6
回
一
組
総
支
部
定

期
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

司
会
の
藤
川
副
委
員

長
よ
り
、
開
会
宣
言
が

あ
り
、
議
長
団
に
本
庁

松
村
委
員
、
世
田
谷
中

村
委
員
を
選
出
。

次
に
、
一
組
総
支
部

細
貝
委
員
長
よ
り
、
豊

島
工
場
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
撤
回
行
動
、
水

銀
問
題
、
組
織
強
化
に

つ
い
て
の
報
告
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

言
及
し
団
結
で
闘
お
う

と
挨
拶
。
来
賓
と
し
て

清
掃
本
部
を
代
表
し
、

染
書
記
長
よ
り
、
今
年

度
に
お
け
る
賃
金
確
定

闘
争
、
諸
行
動
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
、

今
後
の
一
組
総
支
部
の

さ
ら
な
る
強
化
を
期
待

す
る
と
激
励
が
あ
っ
た
。

次
に
、
東
京
労
金
、

東
京
全
労
済
、
セ
レ
モ

ア
つ
く
ば
の
代
表
か
ら
、

「
一
組
総
支
部
の
さ
ら

な
る
発
展
を
」
と
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

資
格
審
査
、
大
会
運

営
な
ど
の
後
、
中
里
書

記
長
よ
り
、
一
年
間
の

経
過
報
告
、
続
い
て
、

杉
浦
委
員
、
小
野
委
員

よ
り
会
計
監
査
報
告
。

箱
田
会
計
よ
り
、
会
計

決
算
報
告
が
あ
り
、
了

承
。
岸
野
副
委
員
長
よ

り
運
動
方
針
の
提
案
を

受
け
て
、
内
山
書
記
次

長
よ
り
、
規
約
改
正
に

つ
い
て
議
案
が
あ
り
、

了
承
さ
れ
た
、
駒
井
副

委
員
長
よ
り
大
会
決
議
、

池
田
賃
金
部
長
よ
り
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
読

み
上
げ
ら
れ
た
。

細
貝
委
員
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
の

辞
で
終
了
し
た
。

清
掃
事
業
が
移
管
さ

れ
て
10
年
が
経
過
し
た
。

こ
の
間
、
清
掃
一
組

当
局
は
大
井
作
業
所
の

外
部
業
務
委
託
を
皮
切

り
に
、
経
営
改
革
プ
ラ

ン
の
名
の
も
と
、
清
掃

工
場
の
運
転
業
務
等
の

外
部
業
務
委
託
を
強
行

し
、
こ
れ
ま
で
に
、
区

内
に
あ
る
清
掃
工
場
の

半
数
を
委
託
化
し
て
き

た
。我

々
は
こ
れ
に
対
し

て
、
業
務
委
託
は
中
間

処
理
施
設
に
お
け
る
清

掃
行
政
の
放
棄
で
あ
り
、

清
掃
工
場
の
安
全
、
安

心
、
安
定
し
た
操
業
に

問
題
が
発
生
す
る
こ
と

や
、
委
託
化
が
決
し
て

経
費
の
削
減
に
寄
与
し

な
い
こ
と
な
ど
を
、
多

く
の
区
民
や
良
識
あ
る

市
民
と
供
に
、
専
門
委

員
会
、
委
託
反
対
集
会
、

本
部
、
地
連
の
仲
間
と

区
長
要

請
な
ど
を

取

組
み
な

が
ら
、

反

対

行
動
を

全

力
で
実

施

し
て
き
た
。

結
果
、
委
託
化
の
波

を
完
全

に
跳
ね

返

す

こ
と
は

出
来

な
か

っ

た
が
、
一
定
程
度
の
要

求
を
勝
ち
取
り
な
が
ら

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
大
き
な
成
果
は
、

一
昨
年
の
交
渉
で
確
認

さ
れ
た
「
設
備
管
理
職

員
」
の
平
成
２
３
年
度

新
規
採
用
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
や
、
清
掃
工
場

運
転
部
門
の
外
部
業
務

委
託
は
平
成
２
４
年
度
、

平
成
２
５
年
度
に
つ
い

て
は
実
施
し
な
い
こ
と
。

ま
た
そ
の
後
に
つ
い

て
は
我
々
と
の
話
し
合

い
を
持
つ
こ
と
な
ど
を

当
局
か
ら
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
一
組
当
局

は
人
員
削
減
や
部
分
委

託
に
つ
い
て
、
そ
の
考

え
方
を
捨
て
て
お
ら
ず
、

今
後
と
も
闘
い
の
陣
形

を
緩
め
て
は
な
ら
な
い
。

い
っ
そ
う
の
団
結
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

収
集
職
場
に
お
い
て

も
、
車
付
雇
上
、
資
源
・

粗
大
の
委
託
化
等
き
び

し
い
状
況
に
お
か
れ
て

い
る
が
、
全
国
的
な
規

模
で
行
わ
れ
て
い
る
現

業
賃
金
削
減
や
退
職
不

補
充
、
民
間
委
託
化
の

な
か
で
自
治
体
に
働
く

職
員
の
4
人
に
1
人
が

非
正
規
労
働
者
と
な
っ

て
お
り
、
全
労
働
者
の

3
割
以
上
を
非
正
規
労

働
者
が
占
め
、
そ
の
多

く
が
低
賃
金
、
低
労
働

条
件
に
な
っ
て
き
て
い

る
。そ

の
よ
う
な
状
況
下

で
お
と
と
し
の
9
月
、

品
川
清
掃
工
場
で
発
生

し
た
派
遣
労
働
者
の
死

亡
事
故
は
、
公
共
事
業

の
委
託
化
が
劣
悪
な
労

働
条
件
を
生
み
出
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
の
事

故
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
き
た
。
今
後
、
委

託
さ
れ
た
職
場
で
起
き

て
い
る
様
々
な
実
体
を

検
証
し
、
一
組
当
局
に

委
託
を
撤
回
す
る
こ
と

や
、
安
全
対
策
の
強
化

を
求
め
て
い
く
も
の
で

あ
る
。

昨
年
の
6
月
に
足
立

清
掃
工
場
、
光
が
丘
清

掃
工
場
、
板
橋
清
掃
工

場
、
千
歳
清
掃
工
場
の

水
銀
異
常
濃
度
発
生
事

件
が
起
こ
っ
た
。
水
銀

混
入
ご
み
不
適
正
搬
入
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が
明
ら
か
に
な
り
、
大

き
な
社
会
問
題
と
し
て

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

一
組
総
支
部
は
水
銀

異
常
濃
度
の
原
因
究
明

と
不
適
物
拒
否
の
対
策

を
一
組
当
局
に
要
請
し
、

東
京
清
掃
本
部
に
対
し

各
区
長
、
清
掃
一
組
管

理
者
に
強
く
要
請
す
る

よ
う
申
し
入
れ
を
行
な
っ

た
。そ

し
て
、
こ
の
水
銀

事
件
は
、
そ
の
対
策
と

対
応
の
過
程
に
お
い
て
、

一
組
だ
け
で
の
行
政
責

任
区
分
の
困
難
性
が
示

さ
れ
た
。
東
京
23
区
か

ら
出
さ
れ
る
す
べ
て
の

廃
棄
物
は
各
区
が
基
本

的
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
で
あ

り
、
東
京
区
部
に
お
け

る
清
掃
行
政
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
を
検
討
し

て
い
く
組
織
が
ぜ
ひ
と

も
必
要
な
の
で
あ
る
。

水
銀
問
題
は
、
各
区

に
お
け
る
清
掃
事
業
の

あ
り
方
が
、
収
集
運
搬

を
主
体
と
し
た
事
業
展

開
で
あ
り
、
中
間
処
理

や
最
終
処
分
を
軽
視
し

た
作
業
計
画
で
策
定
し

て
い
る
こ
と
が
原
因
で

あ
る
。
昨
年
の
賃
金
確

定
は
、
二
年
連
続
と
な

る
月
例
給
・
一
時
金
削

減
に
加
え
、
所
要
の
調

整
を
行
な
う
内
容
で
あ
っ

た
。
一
昨
年
の
人
事
院

勧
告
に
よ
る
定
年
延
長

問
題
は
、
年
金
支
給
年

齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
る

平
成
25
年
度
に
は
実
施

す
る
必
要
か
ら
矢
継
ぎ

早
な
展
開
を
見
せ
て
い

る
。

組
合
組
織
運
営
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
公
務

員
制
度
改
革
法
が
今
年

成
立
の
見
込
み
で
あ
る
。

こ
れ
は
自
治
体
に
働
く

非
現
業
職
員
の
労
働
協

約
締
結
権
を
回
復
し
、

労
基
法
、
労
組
法
を
適

用
す
る
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
自
治
体
の

新
し
い
労
使
関
係
の
下

で
の
労
使
交
渉
は
、
今

ま
で
以
上
に
労
使
の
力

関
係
（
労
使
対
等
の
原

則
）
が
反
映
さ
れ
、
労

働

組

合

と

し

て

の

力

量
が
問
わ
れ
て
く
る
。

し
か
も
、
諸
要
求
前
進

に
む
け
て
、
職
場
の
過

半

数

の

労

働

者

を

組

織
す
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
く
る
。

そ
し
て
、
36
協
定
を
は

じ

め

と

す

る

各

種

の

労

使

協

定

を

結

ぶ

権

利

を

確

保

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

労

働

組

合

と

し

て

の

責

任

あ

る

交

渉

能

力

を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
政
府
、
当
局
は

自
治
体
労
働
者
へ
の
解

雇
権
を
行
使
す
る
こ
と

が
最
大
の
目
的
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
今
後
、

益
々
の
研
鑽
と
よ
り
一

層
の
団
結
力
を
獲
得
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
組
総
支
部
の
組
織

化
に
つ
い
て
は
行
政
系

職
員
と
現
業
系
職
員
の

み
な
ら
ず
、
多
く
の
区

派
遣
職
員
が
混
在
し
、

各
区
職
労
の
対
応
の
違

い
も
あ
り
、
必
ず
し
も

順
調
に
進
ん
で
い
る
と

は
言
い
が
た
い
。
ま
た
、

組
合
運
動
の
必
要
性
に

理
解
を
示
さ
な
い
職
員

も
存
在
し
て
い
る
こ
と

も
事
実
と
し
て
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
清

掃
一
組
で
働
く
全
職
員

の
不
利
益
に
結
び
つ
き
、

我
々
に
と
っ
て
、
大
き

な
問
題
で
あ
り
早
急
に

解
決
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
問
題
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

一
組
総
支
部
は
職
場

に
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
の
声
を
取
り
上
げ
、

労
働
条
件
改
悪
を
阻
止

す
る
と
と
も
に
、
ね
ば

り
強
く
改
善
し
て
ゆ
く

た
め
に
、
今
後
も
全
職

員
、
全
組
合
員
と
共
に

団
結
し
な
が
ら
進
ん
で

行
く
こ
と
と
す
る
。

東
京
二
十
三
区
に
あ

る
清
掃
工
場
の
民
間
委

託
導
入
方
式
は
、
平
成

１
７
年
度
か
ら
、
そ
れ

ま
で
と
は
は
っ
き
り
と

違
っ
た
形
で
始
ま
っ
た
。

整
備
係
の
一
部
業
務
を

民
間
に
委
ね
る
と
い
う

手
法
が
、
そ
の
い
わ
ば

ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
日
本

は
、
い
ま
だ
に
続
く
永

い
経
済
低
迷
期
に
入
り
、

そ
の
１
０
年
後
に
発
足

し
た
小
泉
政
権
は
、
郵

政
事
業
、
道
路
公
団
の

民
営
化
を
推
し
進
め
、

公
務
部
門
に
も
民
間
委

託
の
波
が
大
き
く
打
ち

寄
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

清
掃
工
場
へ
の
民
間
委

託
導
入
も
、
こ
う
し
た

政
治
・
社
会
全
体
の
流

れ
の
中
で
出
て
き
も
の

と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
８

０
年
代
に
土
光
臨
調
に

始
ま
り
、
中
曽
根
内
閣

に
よ
り
進
め
ら
れ
た
国

鉄
、
電
電
公
社
、
専
売

公
社
の
民
営
化
と
は
、

同
じ
民
営
化
で
も
そ
の

背
景
が
違
う
事
を
押
え

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

時
は
ま
だ
日
本
の
経
済

に
は
余
裕
が
あ
り
、
高

度
経
済
成
長
時
代
は
既

に
終
わ
っ
て
い
た
と
は

言
え
、
製
造
業
を
中
心

に
、
米
国
と
の
競
争
で

も
優
位
な
立
場
を
維
持

し
て
い
た
。
こ
の
時
の

民
営
化
圧
力
は
よ
り
政

治
的
な
も
の
で
あ
り
、

米
国
に
よ
る
外
圧
も
そ

の
大
き
な
動
機
と
な
っ

て
い
た
。

現
在
は
、
少
子
高
齢

化
に
よ
り
内
需
の
拡
大

が
望
め
ず
、
超
低
金
利

政
策
に
よ
っ
て
も
経
済

は
浮
揚
せ
ず
、
一
方
財

政
の
赤
字
は
積
み
上
が

る
。
こ
う
し
た
中
で
多

様
化
す
る
行
政
需
要
に

対
応
す
る
為
に
は
、
そ

の
経
費
を
い
か
に
抑
え

る
か
が
基
本
的
な
命
題

に
な
っ
て
い
る
と
い
う

状
況
が
あ
る
。

つ
ま
り
今
、
公
務
公

共
部
門
の
民
間
委
託
を

進
め
る
に
は
、
政
治
的

な
思
惑
や
運
営
手
法
で

の
選
択
と
い
っ
た
も
の

が
入
り
込
む
余
地
は
無

く
、
そ
の
費
用
対
効
果

の
み
が
真
に
厳
密
に
精

査
さ
れ
た
上
で
、
行
わ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

清
掃
工
場
へ
の
民
間

委
託
は
、
平
成
１
８
年

度
の
練
馬
、
有
明
清
掃

工
場
以
降
、
運
転
部
門
・

受
付
計
量
部
門
に
拡
大

さ
れ
て
進
め
ら
れ
て
来

た
。
平
成
２
１
年
度
を

除
き
、
こ
の
間
「
経
営

改
革
プ
ラ
ン
」
に
よ
り

打
ち
出
さ
れ
て
き
た
工

場
の
運
転
管
理
等
業
務

委
託
は
、
今
回
の
平
成

２
３
年
度
豊
島
清
掃
工

場
へ
の
民
間
委
託
提
案

に
よ
り
、
全
工
場
の
半

分
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

８
月
下
旬
に
当
局
よ

り
示
さ
れ
た
豊
島
清
掃

工
場
の
運
転
管
理
等
業

務
委
託
提
案
は
、
提
案

の
時
期
が
例
年
よ
り
約

１
ヶ
月
早
く
、
都
心
の

大
商
業
地
域
に
位
置
す

る
流
動
床
炉
の
工
場
へ

の
民
間
委
託
と
い
う
こ

と
で
、
我
々
一
組
総
支

部
も
こ
れ
ま
で
と
は
少

し
違
っ
た
ス
タ
ン
ス
で

対
当
局
と
の
交
渉
を
行
っ

て
き
た
が
、
今
季
確
定

闘
争
と
絡
め
て
清
掃
本

部
の
全
面
的
な
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
こ
の
闘

い
に
取
組
ん
で
き
た
。

と
り
わ
け
、
１
０
月

１
９
日
に
行
わ
れ
た
対

当
局
要
請
行
動
は
、
東

京
清
掃
と
各
区
区
職
労

を
つ
う
じ
た
最
終
集
約

署
名
が
約
１
４
，
０
０

０
筆
を
越
え
、
当
日
の

参
加
人
数
が
１
５
９
名

と

い

う

こ

と

で

、

署

名

数

、

参

加

人

数

共

に

、

こ

れ

ま

で

の

中

で

最

も

実

効

あ

る

要

請

行

動

を

展

開

す

る

事
が
出
来
た
。
収
集
・

運
搬
部
門
、
各
区
共
に

人
員
削
減
が
進
む
中
で
、

こ
れ
は
我
々
の
運
動
の

成
果
と
し
て
評
価
で
き

る
事
だ
と
言
え
る
。

今
回
の
提
案
に
つ
い

て
は
、
５
回
の
委
託
専

門
委
員
会
交
渉
、
３
７

項
目
に
及
ぶ
解
明
要
求

交
渉
を
行
っ
て
き
た
が
、

当
局
と
認
識
の
隔
た
り

は
大
き
く
、
そ
の
大
き

な
溝
が
埋
ま
る
事
は
な

か
っ
た
。

清
掃
工
場
を
民
間
の

手
に
委
ね
る
中
で
様
々

な
問
題
が
起
き
て
い
る

事
は
、
こ
れ
ま
で
も
度
々

取
り
上
げ
て
き
た
。
そ

の
主
な
内
容
を
列
挙
す

る
と
、

（
１
）
プ
ラ
ン
ト
の
稼

働
状
況
の
把
握
や
機
器

操
作
を
学
ぶ
、
運
転
係

の
経
験
が
出
来
な
く
な

る
事
で
、
技
術
・
技
能

の
継
承
に
深
刻
な
影
響

が
出
て
き
て
い
る
。
技

術
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
の

研
修
に
は
、
自
ず
と
限

界
が
あ
る
。

（
２
）
技
術
係
の
委
託

管
理
担
当
に
過
度
な
負

担
が
生
じ
て
い
る
。
特

に
運
転
係
経
験
の
な
い

職
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
工
場
が
増
え
る
中
で
、



問
題
が
顕
著
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

（
３
）
設
備
管
理
職
員

の
配
置
が
整
備
係
に
事

実
上
限
定
さ
れ
る
事
で
、

技
術
係
で
こ
れ
ま
で
設

備
管
理
職
員
が
担
っ
て

き
た
、
建
築
設
備
補
修
、

薬
品
納
入
時
の
対
応
、

バ
ン
カ
ー
の
ク
レ
ー
ン

手
動
操
作
に
よ
る
積
上

げ
等
の
、
様
々
な
職
務

が
出
来
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。

（
４
）
業
務
委
託
部
門

と
直
営
部
門
と
の
切
り

分
け
が
難
し
く
、
請
負

契
約
が
果
た
す
べ
き
法

的
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

が
守
ら
れ
な
い
状
態
が

日

常

化

し

て

い

る

。

「
一
般
的
指
揮
命
令
関

係
」
に
よ
る
業
務
指
示

や
委
託
業
者
と
の
共
同

作
業
の
事
例
も
数
多
く

報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
委
託
現
場
で
の

人
の
入
れ
替
わ
り
が
頻

繁
で
、
直
営
部
門
と
同

様
に
委
託
部
門
に
於
い

て
も
、
技
術
・
技
能
の

継
承
に
展
望
が
持
て
な

く
な
っ
て
い
る
。

（
６
）
次
々
と
委
託
化

が
進
む
中
で
、
一
組
の

組
織
力
・
行
政
執
行
能

力
が
低
下
し
、
現
場
で

働
く
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
影
響
が
出

て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
清
掃
工
場

へ
の
民
間
委
託
導
入
に

伴
っ
て
顕
著
に
な
っ
て

き
た
弊
害
に
つ
い
て
は
、

当
局
も
本
音
の
部
分
で

は
基
本
的
に
は
認
識
し

て
い
る
と
、
我
々
は
こ

の
間
の
交
渉
を
つ
う
じ

て
感
触
を
得
て
い
る
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
清

掃
工
場
の
民
間
委
託
は
、

こ
こ
に
列
挙
し
た
も
の

す
ら
そ
の
一
部
に
過
ぎ

な
い
数
々
の
デ
メ
リ
ッ

ト
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ

れ
を
敢
え
て
実
行
す
る

事
で
得
ら
れ
る
、
更
に

大
き
な
効
果
を
明
確
な

形
で
も
た
ら
す
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
経
費
の
削
減
以
外

に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

で
は
、
清
掃
工
場
の

民
間
委
託
は
そ
う
し
た

明
確
な
効
果
を
示
せ
る

も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

点
に
つ
い
て
我
々
は
、

『
そ
れ
は
違
う
』
と
確

信
を
持
っ
て
言
う
事
が

出
来
る
。

「
経
営
計
画
２
０
０
９
」

が
計
画
期
間
中
の
赤
字

を

８

０

０

０

万

円

見

込

ん

で

い

る

事

は

、

工

場

の

民

間

委

託

の

行

く

末

を

象

徴

的

に

示

し

て

い

る

と

考

え

ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た

今
後
の
内
需
拡
大
に
展

望
が
見
い
だ
せ
な
い
点

や
、
莫
大
な
国
の
累
積

債
務
、
民
主
党
政
権
が

公
務
員
の
人
件
費
２
割

削
減
の
い
わ
ば
手
段
と

し
て
、
公
務
員
に
ス
ト

権
、
労
働
協
約
締
結
権

を
付
与
し
て
人
事
院
勧

告
制
度
を
廃
止
し
よ
う

と
し
て
い
る
点
等
を
考

慮
す
れ
ば
、
現
行
の
給

与
水
準
や
退
職
金
制
度

は
、
我
々
公
務
員
の
未

来
を
何
等
保
証
す
る
も

の
で
な
い
事
は
明
確
だ

か
ら
で
あ
る
。

我
々
は
、
今
後
委
託

検
証
検
討
委
員
会
等
の

議
論
を
つ
う
じ
て
、
清

掃
工
場
の
民
間
委
託
導

入
が
も
た
ら
す
弊
害
を

一
層
明
ら
か
に
し
、
こ

れ
を
当
局
に
示
し
て
い

く
取
組
み
を
強
化
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。地

方
自
治
法
第
２
条

第
１
４
項
は
、
行
政
監

査
の
根
拠
法
規
と
さ
れ

る
も
の
だ
が
、
こ
の
条

項
の
適
用
も
視
野
に
入

れ
た
、
清
掃
工
場
へ
の

外
部
業
務
委
託
導
入
の

見
直
し
を
求
め
る
検
討

も
す
る
べ
き
で
あ
る
。

平
成
１
８
年
度
か
ら

の
清
掃
工
場
へ
の
運
転

管
理
等
業
務
委
託
提
案

に
つ
い
て
は
、
我
々
は

清

掃

全

体

に

対

し

て

の

合

理

化

攻

撃

と

位

置
付
け
、
組
織
の
総
力

を

挙

げ

て

取

組

ん

で

き
た
。
し
か
し
、
提
案

そ
の
も
の
を
撤
回
さ
せ

る
と
い
う
、
我
々
の
基

本
的
な
要
求
は
貫
徹
出

来
な
か
っ
た
。
今
回
の

豊
島
清
掃
工
場
の
運
転

管
理
等
業
務
委
託
提
案

に
つ
い
て
も
、
提
案
の

撤
回
は
も
と
よ
り
、
流

動
床
炉
で
あ
る
特
殊
性

を
考
慮
し
て
、
せ
め
て

１
係
だ
け
で
も
直
営
に

よ
る
運
転
係
を
存
続
す

る
よ
う
強
く
求
め
た
が
、

こ
の
点
も
実
現
出
来
な

か
っ
た
。

こ
の
間
の
清
掃
工
場

へ
の
運
転
管
理
等
業
務

委
託
提
案
の
、
基
本
的

な
内
容
の
変
更
・
修
正

が
実
現
出
来
な
か
っ
た

事
は
、
我
々
の
組
織
の

力
量
の
限
界
と
し
て
率

直
に
認
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

し
か
し
、
一
方
で
こ

れ
ま
で
の
工
場
へ
の
外

部
業
務
委
託
反
対
の
取

組
み
が
、
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
き
た
の
も
事

実
で
あ
る
。

委
託
検
証
検
討
委
員

会
の
設
置
を
認
め
さ
せ

た
事
、
委
託
現
場
で
の

法
的
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
か
ら
の
逸
脱
を
様
々

な
事
例
か
ら
明
ら
か
に

し
、
当
局
の
認
識
を
請

負
契
約
仕
様
書
の
内
容

の
修
正
や
、
委
託
専
門

委
員
会
で
の
当
局
の
回

答
の
変
化
と
し
て
実
感

す
る
ま
で
、
変
え
さ
せ

る
事
が
出
来
た
事
、
そ

し
て
こ
の
間
の
一
番
の

成
果
は
、
設
備
管
理
職

員
（
現
業
職
員
）
の
採

用
を
３
０
数
年
振
り
に

実
現
さ
せ
た
事
で
あ
る
。

今
回
の
豊
島
清
掃
工

場
運
転
管
理
等
業
務
委

託
提
案
に
関
わ
る
我
々

の
成
果
は
、
１
０
月
２

６
日
に
行
わ
れ
た
第
２

回
小
委
員
会
に
於
け
る

当
局
回
答
の
、
次
の
２

点
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

（
１
）
新
た
な
清
掃
工

場
に
お
け
る
運
転
業
務

委
託
は
平
成
２
４
年
度

に
つ
い
て
は
計
画
し
て

い
な
い
。
ま
た
、
平
成

２
５
年
度
に
つ
い
て
も

定
年
退
職
者
数
等
を
考

慮
す
る
と
難
し
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

（
２
）
私
ど
も
（
当
局
）

と
し
て
は
、
今
後
の
清

掃
工
場
運
営
等
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
様
々
な

視
点
か
ら
検
討
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
際

は
皆
さ
ん
方
と
十
分
な

意
見
交
換
を
行
っ
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

１
点
目
に
関
し
て
当

初
当
局
は
、
平
成
２
４

年
度
に
提
案
し
な
い
点

は
議
事
録
に
明
記
す
る

が
、
平
成
２
５
年
度
に

つ
い
て
も
提
案
し
な
い

旨
明
ら
か
に
す
る
事
は
、

区
長
会
と
の
関
係
か
ら

極
め
て
難
し
い
と
回
答

し
て
い
た
。
し
か
し
我
々

は
、
平
成
２
１
年
度
に

運
転
管
理
等
業
務
委
託

提
案
が
な
か
っ
た
が
、

翌
年
に
港
、
千
歳
工
場

へ
の
委
託
提
案
が
出
さ

れ
た
事
か
ら
、
単
年
度

だ
け
の
委
託
提
案
は
し

な
い
と
の
確
約
で
は
了

解
す
る
事
は
出
来
な
い

と
、
強
い
態
度
で
交
渉

に
臨
ん
だ
。
そ
う
し
た

我
々
の
強
い
対
応
が
、

当
局
の
姿
勢
を
変
え
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

言
え
る
。

２
点
目
は
あ
る
意
味
、

設
備
管
理
職
員
の
採
用

に
次
ぐ
成
果
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
回
の

提
案
に
関
わ
る
専
門
委

員
会
交
渉
で
は
、
様
々

な
観
点
か
ら
の
業
務
委

託
に
つ
い
て
の
議
論
が

行
わ
れ
た
が
、
我
々
の

要
求
の
中
心
と
位
置
付

け
た
の
が
、
「
１
５
年

間
で
１
５
の
工
場
に
民

間
委
託
を
導
入
す
る
」

と
す
る
経
営
計
画
の
根

本
的
な
見
直
し
で
あ
っ

た
。
議
事
録
の
表
現
が
、

「
皆
さ
ん
方
と
も
」
で

は
な
く
、
「
皆
さ
ん
方

と
」
と
な
っ
て
い
る
点

が
肝
要
で
あ
る
。

清
掃
工
場
の
運
転
管
理

等
業
務
委
託
は
管
理
運

営
事
項
で
あ
る
と
い
う

の
が
、
一
組
当
局
の
基

本
的
な
姿
勢
で
あ
り
、

こ
の
縛
り
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
我
々
一
組
総
支

部
の
組
織
的
な
力
量
の

限
界
と
は
別
に
、
こ
れ

ま
で
委
託
提
案
そ
の
も

の
の
撤
回
や
、
根
本
的



な

見

直

し

が

実

現

出

来

な

か

っ

た

と

言

え

る

。当

局

が

清

掃

工

場

の

運

転

管

理

等

業

務

委

託

に

つ

い

て

、

そ

の

都

度

提

案

を

し

て

き

た

の

は

、

入

口

と

し

て

の

委

託

の

導

入

そ

の

も

の

で

は

な

く
、

出

口

と

し

て

の

労

働

条

件

に

関

す

る

事

項

に

限

定

し

て

の

位

置

づ

け

で

あ

っ

た

の

で

あ

る

。

経

営

計

画

自

体

の

見

直

し

を

求

め

る

に

は

、

こ

こ

を

何

と

か

突

破

す

る

必

要

が

あ

る

。

我

々

は

専

門

委

員

会

の

場

で

粘

り

強

く

そ

の

事

を

求

め

て

き

た

。

地

方

公

務

員

法

第

５

５

条

第

３

項

の

「

管

理

運

営

事

項

に

関
す
る
交
渉
の
制

約
」

に

対

し

て

、

実

質

的

な

協

議

の

確

約

を

議

事

録

で

確

認

し

た

点

は

、

銘

記

し

て

良

い

今

回

の

交

渉

の

成

果

で

あ

る

と

考

え

て

い

る

。

ま

た

、

小

委

員

会

交

渉

の

翌

日

２

７

日

に

は

、

一

組

副

管

理

者

に

対

す

る

要

請

を

行

う

こ

と

が

出

来

た

。

清

掃

工

場

へ

の

運

転

管

理

等

業

務

委

託

導

入

が

始

ま

っ

た

当

初

、

一

組

管

理

者

へ

の

要

請

を

行

っ

た

事

は

あ

る

が

、

こ

の

問

題

に

つ

い

て

の

実

質

的

な

判

断

に

関

わ

る

、

副

管

理

者

へ

の

要

請

が

実

現

し

た

事

は
大
き
な
意
義
が

あ
っ

た

と

言

え

る

。

本

部

吉

田

副

委

員

長

も

参

加

し

て

頂

い

た

要

請

の

中

で

は

、

『

豊

島

清

掃

工

場

へ

の

運

転

管

理

等

業

務

委

託

が

導

入

さ

れ

る

と

、

２

１

あ

る

清

掃

工

場

の

内

１

０

の

清

掃

工

場

が

委

託

さ

れ

る

こ

と

に

な

る

。

も

う
良
い
で
は
な
い

か
？

こ

れ

以

上

の

民

間

委

託

の

導

入

は

止

め

て

貰

い

た

い

。

職

員

が

希

望

と

熱

意

を

持

っ

て

職

務

に

励

む

事

の

出

来

る

一

組

に

し

て

欲

し

い

。

』

と

い

う

事

を

率

直

に

発

言

し

て

き

た

。

今

後

、

我

々

一

組

総

支

部

が

中

心

の

課

題

と

し

て

据

え

る

べ

き

は

、

清

掃

工

場

へ

の

運

転

管

理

等

業

務

委

託

提

案

を

行

わ

な

い

と

、

実

質

的

に

確

約

さ

れ

た

平

成

２

３

年

度
、

２

４

年

度

の

二

年

間

に

、

集

中

的

に

当

局

と

正

に

実

効

あ

る

協

議

を

行

っ

て

い

く

体

制

の

整

備

で

あ

る

。既

に

公

務

員

職

場

の

約

１

／

４

の

部

署

が

非

正

規

化

さ

れ

て

い

る

。

清

掃

本

部

の

収

集

・

運

搬

部

門

で

も

、

民

間

委

託

化

の

攻

撃

が

年

々

厳

し

く

な

っ

て

き

て

い

る

。

教

員

も

非

常

勤

の

人

達

が

増

え

、

正

規

教

員

の

負

担

が

増

大

し

て

い

る

現

状

が

、

新

聞

報

道

で

も

明

ら

か

に

な

っ

て

い

る

昨

今

で

あ

る

。

経

済

状

況

の

好

転

が

見

ら

れ

な

い

中

で
、

公

務

職

場

へ

の

民

間

委

託

の

流

れ

を

変

え

る

の

は

容

易

な

事

で

は

な

い

。

し

か

し

、

我

々

一

組

総

支

部

は
、

こ

れ

ま

で

の

清

掃

工

場

へ

の

外

部

業

務

委

託

反

対

に

関

わ

る

取

組

み

、

交

渉

を

踏

ま

え

て

、

弱

点

を

克

服

し

つ

つ

成

果

を

よ

り

確

か

な

も

の

に

し

て

い

く

取

組

み

を

、

更

に

強

固

な

も

の

に

し

て

い

く

事

が

求

め

ら

れ

て

い

る

。

ア

マ

チ

ュ

ア

無

線

家

は

、

必

ず

一

つ

は

持

っ

て

い

る

、

バ

ー

ニ

ャ

ダ

イ

ヤ

ル

と

い

う

周

波

数

調

整

の

た

め

の

変

速

ギ

ヤ

つ

き

の

部

品

で

す

。

約

30

年

前

、

学

校

の

帰

り

に

秋

葉

原

ラ

ジ

オ

ガ

ー

デ

ン

と

い

う

ス

ト

ア

で

購

入

し

ま

し

た

。

前

出

記

事

の

超

再

生

式

受

信

機

に

取

り

付

け

て

、

今

で

も

活

躍

し

て

い

ま

す

。

上

部

に

あ

る

副

尺

は

、

周

波

数

直

進

型

バ

リ

コ

ン

で

あ

れ

ば
、

換

算

直

読

で

き

る

便

利

な

道

具

で

、

販

売

数

が

少

な

い

状

況

で

す

。

現

代

は

、

パ

ソ

コ

ン

等

の

電

子

機

器

が

メ

イ

ン

の

時

代

で

す

が

、

す

べ

て

電

力

次

第

で

す

。

節

電

対

策

を

身

近

に

感

じ

る

昨

今
、

電

気

使

用

に

関

し

て

有

効

に

無

駄

の

な

い

手

作

り

の

生

活

が

求

め

ら

れ

て

い

く

こ

と

に

な

り

そ

う

で

す

。

連

日

に

渡

り

、

リ

ビ

ア

問

題

の

詳

細

を

報

道

し

て

い

る

短

波

放

送

局

の

抜

粋

で

す
。

と

て

も

良

い

感

度

で

聞

こ

え

ま

す

。

ア

ジ

ア

各

国

の

経

済

状

況

や

教

育

な

ど

詳

し

い

経

過

説

明

で

語

ら

れ

て

い

ま

す

。

リ

ア

ル

タ

イ

ム

な

正

確

な

情

報

が

聞

こ

え

ま

す

。

夜

間

の

時

間

帯

が

良

好

で

す

。

ロシア ＊ロシアの声
21:00-22:00 630, 720, 6085, 6180
22:00-23:00

英国 ＊Bible Voice 21:30-22:00(日) 9725（タジ
キスタン中継）
イラン ＊イラン・イスラム共和国国際放送 22:30-2
3:30 9905, 9985
06:00-07:00 5995, 6145

タイ ＊ラジオ・タイランド 22:00-22:15 7465 ベ
トナム ベトナムの声
07:00-07:30 9840, 12020 20:00-20:30
21:00-21:30 23:00-23:30

インドネシア インドネシアの声 21:00-22:00 952
5（時々11785, 15150）

オーストラリア HCJB 07:30-08:00(土, 日) 1552
台湾 台湾国際放送 17:00-18:00 11605

0:00-21:00 9735 22:00-23:00
中国 ＊中国国際放送 07:00-08:00 5985, 7440 08

:00-09:00 6435, 9695
19:00-20:00 7325, 9440
20:00-22:00 1044, 7260, 7325
22:00-23:00 1044, 7215, 7325
23:00-24:00 1044, 7210, 7410
00:00-01:00 1044, 5980, 7220
韓国 KBSワールドラジオ 10:00-11:00 9580

11:00-12:00 11810 17:00-18:00 6155, 7275
19:00-20:00 9805 20:00-21:00
1170 21:00-22:00 1170
18:00-20:50 621, 3250, 6070, 9650, 11865

月
光
仮
面

も
、
ラ
ン

ド
セ
ル
を

届
け
に
き
た
か

い
な
。

こ
っ
ち
は
、

マ
ニ
ア
ッ
ク
な

七
色
仮
面
で
参

戦
だ
、
冷
蔵
庫

の
奥
で
軍
資
金

見
つ
け
た
し
。

組
一
仮
面
よ

く
み
こ
の

へ
そ
く
り
、

は
よ
う
、
元
に

戻
さ
ん
か
い
！

た
は
ー

ま
ぼ
ろ
し
探
偵

に
す
れ
ば
、
よ

か
っ
た
の
か
な
。

話
し
を
そ
ら
す
な
！

福
祉
施
設


